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第 1 章　第 11回党大会以降の人事と定められた方向性
25
はじめに
第 11 回ベトナム共産党全国代表者大会（以下、党大会）は、2011 年 1 月
12 ～ 19 日にかけてミーディン国家会議センターで開催された。今党大会時
点でベトナム共産党員数は約 370 万人と伝えられる。そのなかから、各地方・
分野の党大会の積み重ねを経て選ばれた 1377 人の代表が同党大会に参加し





2011 年党綱領）、第 11 回党大会における第 10 期党中央委員会の政治報告（以
下、第 11 回党大会政治報告）、2011 ～ 2020 年経済・社会発展戦略（以下、経













同じ年に実施された。すなわち、第 11 回党大会が 1 月に開かれた後、第 13
26
回国会代表選挙が地方議会である人民評議会代表選挙とあわせて 5 月 22 日に





第 11 回党大会においては、当初の予定通り党中央委員 175 人（立候補者
218 人）、党中央委員候補 25 人（立候補者 61 人）が、参加した代表の投票に
基づいて選出された。第 10 回党大会における党中央委員選出数は 160 人、
党中央委員候補選出数は 21 人であり、それぞれ 15 人、4 人増となる。重要
方針を決定する場に参加できる人材が増員されたことになる。党中央委員の党




続いて、新しく選出された党中央委員により、第 11 期第 1 回党中央委員会
表 1　党中央委員の属性











（出所）Nhan Dan  2006 年 4 月 26 日付、2011 年 1 月 19 日
付に基づき筆者作成。
（人）



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































が選出された（表 2 ～ 5 参照）。2001 年から 2 期 10 年を務めたノン・ドゥッ
ク・マイン前書記長の後任に選出されたのは、グエン・フー・チョン国会議長
（役職当時）であった。同氏は首都ハノイ市出身で、選出当時 66 歳であった (3)。
これは第 10 回党大会におけるマイン前書記長の再選時より 1 歳年長であり、
1 期 5 年の在任だと考えられる。国会議長就任前に党理論誌編集長、ハノイ市
党委書記、中央理論評議会主席などを歴任してきたチョン書記長は、穏健な保
守派と目され、党内の保守層も納得する人物だと考えられる。
選出された党政治局員 14 人の平均年齢（選出時）は約 60 歳である (4)。ベ
トナム戦争終了時には、18 ～ 31 歳という世代層である。地域別構成は、北




後開かれた第 13 期第 1 回国会で、サン氏は国家主席に選出され、ズン首相の
留任が決まっている。チョン書記長、ズン首相、サン国家主席といった、ベト
ナムの最高権力上位 5 ポストを構成する党書記長、国家主席、首相、国会議
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ホア・ビン氏、ハー・ティ・キェット氏、グエン・ティ・キム・ガン氏が選出





















2011 年 7 月 21 日～ 8 月 6 日に開かれた第 13 期第 1 回国会において正式に
決められた。ここで「正式に」と付したのは、ベトナムは社会主義の国であり、
7 月 4 ～ 10 日に開かれた党中央委総会までに第 13 期第 1 回国会における人
事案は固められており、その「ネガ」が「写真」として印刷されたのが第 13
期第 1 回国会という関係にあるからである。この第 13 期第 1 回国会における
人事により、党大会準備、党大会を起点として進められてきた、2011 年以降
5 年間において、ベトナムを牽引する立場に就く指導者選びのプロセスがひと





まず国会人事についてであるが（表 6 参照）、第 11 回党大会以後、党書記長
と国会議長を兼務してきたグエン・フー・チョン氏が党書記長職に専念するの
に伴い、それまで常任副首相の職にあったグエン・シン・フン氏が新たな国会




当してきた人物である（表 6、表 9 参照）。







長、副議長のなかに党政治局員 2 人、党書記局員 1 人が含まれる構成となった。
第 12 期国会に比べ、党政治局員の数は 1 人増えたことになる。権力の源泉が
党にあるとすれば、数的には強化されたとみることができる。
表 6　国会議長、国会副議長の顔ぶれ




国会議長 ◇ Nguyen Sinh Hung（グエン・シン・フン） 1946 年 男 ゲアン省 博士
国会副議長 Tong Thi Phong（トン・ティ・フォン） 1954 年 女 ソンラ省 学士
国会副議長 ◇Nguyen Thi Kim Ngan（グエン・ティ・キム・ガン） 1954 年 女 ベンチェ省 修士
国会副議長 Uong Chu Luu（ウォン・チュー・リュウ） 1955 年 男 ハティン省 博士
国会副議長 Huynh Ngoc Son（フイン・ゴック・ソン） 1951 年 男 ダナン市 学士
（出所）Nhan Dan  2011 年 7 月 24 日付に基づき筆者作成。
（注）◇は新任。複数の学位保持者については高位の学位を記載。








































は南部出身者 2 人、北部出身者 2 人の構成であったのが、南部出身者 2 人、
北部出身者 1 人、中部出身者 1 人という構成になったこと、2 つには若返り
が図られたこと、が挙げられる。
③政府 (11)
次に、政府閣僚人事について見る（表 8 参照）。第 12 期政府では副首相が 5 人、
ファム・ザー・キエム副首相兼外相など兼務もあったが、第 13 期政府では副
首相が 1 人減り 4 人となる一方で、兼務のケースがなくなった。第 13 期政府
は、第 12 期政府発足時より 1 人多い総勢 27 人で構成される。出身地域別構








役職 名前 生年 性別 出身 教育（専門）レベル
国家主席 ◇ Truong Tan  Sang（チュオン・
タン・サン）
1949 年 男 ロンアン省 学士
副大統領 Nguyen Thi Doan（グエン・ティ・
ゾアン）
1951 年 女 ハナム省 博士
最高人民裁判所長官 Truong Hoa Binh（チュオン・
ホア・ビン）
1955 年 男 ロンアン省 修士
最高人民検察院院長 ◇ Nguyen Hoa Binh（グエン・
ホア・ビン）
1958 年 男 クアンガイ省 副教授、博士
（出所）Nhan Dan  2011 年 7 月 26 日付に基づき筆者作成。
（注）◇は新任。複数の学位保持者については高位の学位を記載。









生年が 1941 ～ 1950 年の閣僚は 13 人いたが、第 13 期では 2 人が残される
のみとなった。この 2 人とは 1949 年生まれのズン首相、タイン国防相である。
また、第 12 期政府の世代的中核は 1946 ～ 1950 年生まれ 10 人、1951 ～
1955 年生まれ 10 人と、1946 ～ 1955 年生まれの 20 人であった。これに
対し第 13 期政府では 1951 ～ 1955 年生まれが 5 人増えて 15 人、1956 ～
1960 年生まれが 5 人増えて 8 人となり、1951 ～ 1960 年生まれに 23 人が
集中して世代的中核となっている。特に、うち 65.2% を占める 1951 ～ 1955
年生まれの世代は、その中心である。先に見たフック副首相、ニャン副首相、
ニン副首相の 3 副首相はこの世代に該当する。そして、第 13 期政府では初め
て 1960 年代生まれの閣僚（3 人）が誕生した。最も若いヴ・ドゥック・ダム





首相を含めて 6 人であったのが、今回は首相を含めて 4 人となった。第 12 期
政府では、首相、副首相 5 人中 3 人と国防相、公安相が党政治局員であった









役職 名前 生年 性別 出身地 教育（専門）レベル
首相 Nguyen Tan Dung（グエン・タン・ズン） 1949 年 男 カマウ省 学士
◇副首相 Nguyen Xuan Phuc（グエン・スアン・フック） 1954 年 男 クアンナム省 学士
副首相 Hoang Trung Hai（ホアン・チュン・ハーイ） 1959 年 男 タイビン省 修士
副首相 Nguyen Thien Nhan（グエン・ティエン・ニャン） 1953 年 男 チャヴィン省 教授、博士
◇副首相 Vu Van Ninh（ヴ・ヴァン・ニン） 1955 年 男 ナムディン省 修士
国防相 Phung Quang Thanh（フン・クアン・タイン） 1949 年 男 ハノイ市 学士




アン・アイン） 1952 年 男 ダナン市 学士、技師




ン・ビン） 1961 年 男 フートォ省 博士
◇労働・傷病兵・
社会問題相
Pham Thi Hai Chuyen（ファム・
ティ・ハーイ・チュエン） 1952 年 女 バクザン省 技師
司法相                 Ha Hung Cuong（ハー・フン・クォン） 1953 年 男 ヴィンフック省 副教授 - 博士
◇建設相 Trinh Dinh Dung（チン・ディン・ズン） 1956 年 男 ヴィンフック省 修士
◇政府官房大臣       Vu Duc Dam（ヴ・ドゥック・ダム） 1963 年 男 ハイズオン省 博士
工商相                   Vu Huy Hoang（ヴ・フイ・ホアン） 1953 年 男 ハイフォン省 博士
◇財政相 Vuong Dinh Hue（ヴォン・ディン・フエ） 1957 年 男 ゲアン省 教授 - 博士
教育・訓練相 Pham Vu Luan（ファム・ヴ・ルアン） 1955 年 男 ハノイ市 教授、博士
◇外務相 Pham Binh Minh（ファム・ビン・ミン） 1959 年 男 ナムディン省 修士
農業・農村開発相 Cao Duc Phat（カオ・ドゥック・ファット） 1956 年 男 ナムディン省 博士
民族委員会委員長 Giang Seo Phu（ザン・セォ・フー） 1951 年 男 ラオカイ省 学士
◇資源・環境相 Nguyen Minh Quang（グエン・ミン・クアン） 1953 年 男 ハティン省 技師
◇科学・技術相 Nguyen Quan（グエン・クアン） 1955 年 男 タイビン省 博士
◇情報・通信相 Nguyen Bac Son（グエン・バック・ソン） 1953 年 男 ハノイ市 博士
◇交通・運輸相 Dinh La Thang（ディン・ラー・タイン）   1960 年 男 ナムディン省 博士
◇保健相 Nguyen Thi Kim Tien（グエン・ティ・キム・ティエン） 1959 年 女 ハティン省 副教授、博士
◇政府監査院院長  Huynh Phong Tranh（フイン・フォン・チャイン） 1955 年 男 ハウザン省 学士






















代も自身の指導性強化につながる形となっている。第 11 回党大会から第 13
期第 1 回国会までに定まったベトナム最高指導層の構成は、ベトナム政界に




1944 年 4 月 14 日生、キン族、北部ハノイ市出身、政治学博士、1967 年
入党、党理論誌『タップ・チ・コンサン』編集長、ハノイ市党委書記、国
会議長等を経て現職。
チュオン・タン・サン国家主席 1949 年 1 月 12 日生、キン族、南部ロンアン省出身、法学士、1969 年入党、ホーチミン市党委書記、党経済委員会委員長、党書記局常任等を経て現職。
グエン・タン・ズン首相 1949 年 11 月 17 日生、キン族、南部カマウ省出身、法学士、1967 年入党、キエンザン省党委書記、内務省（現公安省）次官、常任副首相等を経て現職。 
グエン・シン・フン国会議長 1946 年 1 月 18 日生、キン族、中部ゲアン省出身、経済学博士、1977 年入党、常任副首相等を経て現職。
レ・ホン・アイン・ベトナム共
産党書記局常任
1949 年 11 月 12 日生、キン族、南部キエンザン省出身、政治学士、
1968 年入党、公安相等を経て現職。








発展 10 カ年戦略については、主に第 2 章、第 3 章、第 4 章で検討されるため、












（Dang Cong San Viet Nam［2011a:69］）、「社会主義に至る道は人類の渇望であり、
ベトナム共産党、ホー・チ・ミン主席の正しい選択であり、歴史の発展の趨
勢に合致している」（Dang Cong San Viet Nam［2011a:70］）として社会主義へ
の志向について揺らぎを見せていない。そして、21 世紀半ばまでの大目標と
して「社会主義志向に従った、ひとつの近代的工業国（mot nuoc cong nghiep 
hien dai,theo dinh huong xa hoi chu nghia）」（Dang Cong San Viet Nam［2011a:71］）
の建設を挙げ、党、全人民にそのために力を尽くすことを求めている。
次に、政治的側面について見ておきたい。ベトナム共産党の位置づけについ
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ては、1991 年党綱領では「ベトナム共産党は労働者階級の先鋒隊である」（Dang 
Cong San Viet Nam［1991:5］）とされてきたが、2011 年党綱領ではこれに「労




る人民の人民による人民のための法権国家を有する」（Dang Cong San Viet Nam
［2011a:70］）ことが、その特徴のひとつとして述べられている。また、現在の
ベトナムにとって有利な点のひとつとして、「ベトナム共産党の正しい領導性






針盤とする」（Dang Cong San Viet Nam［1991:5］）、「思想と文化領域上の社会
主義革命を実行し、マルクス・レーニンの世界観、ホー・チ・ミン思想・道
徳が社会生活における指導的位置を維持するようにする」（Dang Cong San Viet 
Nam［1991:3］）と述べている。これに対し、2011 年党綱領でも「ベトナム共
産党はマルクス・レーニン主義、ホー・チ・ミン思想を思想的土台とし、活動
の羅針盤とする」（Dang Cong San Viet Nam［2011:88］）としており、政治理念・
イデオロギーについて変化は見られない。しかしホー・チ・ミン思想について
2011 年党綱領では、「ホー・チ・ミン思想は、ベトナム革命の基本的問題に






















（Dang Cong San Viet Nam［2011a:74］）。1991 年党綱領においては「国家資本




家経済は主導的役割を維持する」（Dang Cong San Viet Nam［2011a: 73］）とし
て、「国営経済は主導的役割を維持する」（Dang Cong San Viet Nam［1991: 3 ］ ）(13)
とした 1991 年党綱領との大きな違いはみて取れない。集団セクター (14) につ
いても、1991 年党綱領では「集団セクターは絶え間なく強化、拡大される」
（Dang Cong San Viet Nam［1991:3］）とされていたものが、2011 年党綱領では「集
団経済は絶え間なく強化、発展される」（Dang Cong San Viet Nam［2011a:73-
74］）と表記され、「拡大」が「発展」に変わっただけである。それだけでなく、
2011 年党綱領では「国家セクターは集団セクターとともに日増しに国民経済
の堅固な土台（nen tang）となる」（Dang Cong San Viet Nam［2011a:74］）との
文言が付されている。
2011 年党綱領では、1991 年党綱領ではまだみられない「知識経済（kinh 
te tri thuc）」(15) の推進に繰り返し言及して、将来的に高度な科学・技術を有
する国を目指すとしている。国際経済関係においては、「自主、独立経済を構
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境保護、生態均衡の維持を厳格に順守する」（Dang Cong San Viet Nam［1991:4］）
との文言が一文挿入されているだけであった。これに対し、2011 年党綱領で
は「環境保護は政治体系、全社会の責任であり、すべての公民の義務である」












は、第 10 回党大会政治報告の文中にも盛り込まれてはいる（Dang Cong San 
Viet Nam［2006a:76］）。したがって、「低開発状態から抜け出し、中レベルの
収入を持つ発展途上国グループに入った」（Dang Cong San Viet Nam［2011a:91］）
との現状認識の下、前党大会と基調を同じくしつつ、「2020 年までに、基本
的に近代志向の工業国になるための土台を築く」という大目標達成に向けて、








しくは第 2 章参照）。すなわち、「成長モデルを、主として量に従った発展（phat 
trien theo chieu rong）から、規模を拡大しながら、質・効率・持続性の向上も
重視する、量的な成長と質的な成長の間の合理的発展（phat trien hop ly giua 












表 10 　2011 ～ 2015 年の主な目標経済・社会指標
項目 目標値
平均年間 GDP 成長率 7.0 ～ 7.5%
平均年間工業・建設成長率 7.8 ～ 8%
平均年間農業成長率 2.6 ～ 3%
GDP 構成
 農業 17 ～ 18%
工業・建設 41 ～ 42% 
サービス 41 ～ 42%
高度技術製品、高度技術応用製品が占める割合 GDP の 35%
平均年間輸出額増加率※ 12%
平均年間社会総投資 GDP の 40%
1 人当たり GDP 約 2000 ドル
平均寿命 74 歳
貧困家計率 年 2% 削減
森林占有率 42 ～ 43%
（出所）Dang Cong San Viet Nam［2011:188-198］に基づき筆者作成。
（注）※輸入超過を削減し 2020 年までに輸出入を均衡させる。
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本当に党の領導による人民の人民による人民のためである、国家を保全する」
（Dang Cong San Viet Nam［2011a:246］）、「マルクス・レーニン主義、ホー・チ・
ミン思想を堅持し、創造的に運用、発展させ、民族独立と社会主義の目標を堅












うに、1992 年憲法（2001 年に修正、補充）を緊急に研究し、修正、補充する」（Dang 











議会不設置の試験的実行の継続（Dang Cong San Viet Nam［2011a:251］）につ







（Dang Cong San Viet Nam［2011a:250］）として、さまざまな行政改革施策のな
かでも行政手続改革を冒頭に挙げている。5 点目の行政機関・公共サービス供
給単位・国有企業の経済・財政における公開性・透明性の重視については、そ






San Viet Nam［2011a:257］）。7 点目の私営企業家の試験的入党許可について
は、党員による私営企業経営の奨励の方針は、第 10 回党大会において既に示
されていたが、第 11 回党大会政治報告では「ベトナム共産党入党の基準を十
分に満たす私営企業家の入党を、試験的に実施する」（Dang Cong San Viet Nam
［2011a:260］）との方針が盛り込まれた。「試験的に」と付されていることから
も分かるように、試行の結果に基づいて正式路線とするか否かが判断される。



























戦士である」（Dang Cong San Viet Nam［2006b:7］）とされていた。これに対
し、第 11 回党大会条例第 1 条では「ベトナム共産党員は労働者階級、労働人


















（出所）Dang Cong San Viet Nam［2011:265-266］に基づき筆者作成。
44
れが強化された。すなわち、第 11 回党大会条例第 25 条において、党が人民軍、
人民公安建設の基本問題を決定する (20)、「国家が憲法と法律の規定に従って軍・
公安、国防・保安事業に対し、統一的に管理を行う」（Dang Cong San Viet Nam
［2011b:8］）との文言が付け加えられた。また、第 26 条で「党書記長は中央
軍党委書記である」、第 27 条で「地方党委書記の同志は同級軍事党委書記を






最後に、第 16 条第 2 項で「党中央委員会は、現実の状況に基づいて、い
















2011 年以降 5 年間については与えられている (21)。
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おわりに







































（2） 党書記局員はこの時点で 4 人選出され、後に党政治局員のなかから 6 人選ばれた。
（3） 把握している同氏の生年月日に基づき計算した。tuoi tre  2011 年 1 月 20 日付
には 67 歳とあるが、ベトナムでは 0 歳はなく、1 歳から年齢を数える習慣が
ある。後者の記述はそのためだと考えられる。
（4）  tuoi tre  2011 年 1 月 20 日付に基づいて計算すると、平均 61.3 歳となる。
（5） しかし、本稿執筆現在において、サン国家主席が党書記局員の立場を保持し続け
ているかどうかを確認する資料は手元にない。





























（17）2011 年 8 月 8 日にハノイで行ったベトナム人シニア研究者に対するインタ

























Dang Cong San Viet Nam（ ベ ト ナ ム 共 産 党 ）［1991］Cuong Linh Xay Dung Dat 
Nuoc Trong Thoi ky Qua Do Len Chu Nghia Xa hoi（社会主義への過渡期におけ
る祖国建設綱領）, Trang tin dien tu Dang Cong San Viet Nam-Dai Hoi XI （第 11
回党大会ベトナム共産党ウェブサイト，http://daihoi11.dangcongsan.vn./cpv/
Modules/News/NewsDetails.aspx?co_id=283407）より 2011 年 6 月 14 日ダウ
ンロード .
―――［2006a］Van Kien Dai Hoi Dai Bieu Toan Quoc Lan Thu X （第 10 回全国代
表者大会文献）, Nha Xuat Ban Chinh Tri Quoc Gia（国家政治出版社）.
―――［2006b］Dieu Le Dang Cong San Viet Nam （Dai Hoi Dai Bieu Toan quoc 
Lan thu X Thong Qua Ngay 25 Thang 4 Nam 2006 ）（ベトナム共産党条例――
2006 年 4 月 25 日、第 10 回ベトナム共産党全国代表者大会可決――）, Nha 
Xuat Ban Chinh Tri Quoc Gia.
―――［2011a］Van Kien Dai Hoi Dai Bieu Toan Quoc Lan Thu XI （第 11 回全国代
表者大会文献）, Nha Xuat Ban Chinh Tri Quoc Gia - Su That（国家政治・事実出
版社）.
 ―――［2011b］ Dieu Le Dang Cong San Viet Nam （Dai Hoi Dai Bieu Toan Quoc　
Lan thu XI Cua Dang Thong Qua Ngay 19 Thang01 Nam 2011 ）（ベトナム共産
党条例――2011 年 1 月 19 日、第 11 回ベトナム共産党全国代表者大会可決――）, 
Bao Dien Tu Dang Cong San Viet Nam（ベトナム共産党電子新聞ウェブサイト，
http://www.cpv.org.vn/cpv/Modules/News/NewsDetail.aspx?co_id=30106&cn_
id=44）より 2011 年 1 月 19 日ダウンロード .
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Nguyen Van Thao,Nguyen Viet Thong［2011］Tim Hieu Mot So Thuat Ngu Trong 
Van Kien Dai Hoi XI Cua Dang（第 11 回党大会文献におけるいくつかの用語の
理解を求めて）,Nha Xuat Ban Chinh Tri Quoc Gia - Su That.
Pham Van Linh,Nguyen Tien Hoang［2011］Nhung Noi Dung Chu Yeu Va Moi 
Trong Cac Van Kien Dai Hoi XI Cua Dang（党の第 11 回大会文献における主要
で新しい内容）, Nha Xuat Ban Chinh Tri Quoc Gia - Su That.
＜ウェブサイト＞
政府ウェブサイト（http://www.chinhphu.vn/portal/page?_pageid）。
＜新聞＞
Nhan Dan（人民）.
tuoi tre（若者）.

